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左の画像は「世界合唱シンポジウムがイスタンブールで開か
れます」という内容のものなのですが、どうしても英語のメールや
ホームページだと抵抗感があり、スルーしますよね。そこでなんと
書いてあるのか…ざっと翻訳してみると以下の ような内容になり
ます。  

世界合唱シンポジウム2023inイスタンブール 
テーマは《変化する地平線》4月25-30日開催 
2023年4月25日から30日まで、トルコ文化観光省の支援
を受けて、国際合唱連合最大のイベントがイスタンブールで開
催されます。このイベントのテーマは《変化する地平線》で、一
緒に歌うという人間のなしうる行いを尊重し、祝うために、でき
るだけ多くの声楽アンサンブルの歌唱様式と伝統を取り入れ、
世界中のすべての地域から参加者を集めることを目指していま
す。  
5大陸すべてから合唱団をお招きできることを誇りに思ってい
ますが、イスタンブールには世界で最も接続がよい空港があり、
シンポジウムが「タクシム」という賑やかな地区で開催されること
も幸運です。「タクシム」(タクシム広場周辺)は市の中心部に
あり、たくさんのホテル、さらに多くのお店やレストランがあります。 

招待合唱団は５大陸を代表 
市内の歴史的なパフォーマンス・スペースで開かれる80を超
える合唱団のコンサートは多様で拡張性の高いプログラムと共
に、素晴らしいイベントが盛りだくさんです。招待合唱団と講師
は5大陸のすべて、30か国以上から参加します。  
講師は28か国から、シンポジウムには世界最高の合唱団と
合唱指導者が一堂に会し、コンサート、セミナー、ワークショップ、
展示会、読譜会が繰り広げられます。これらのセッションは終日
開かれ、毎日アフタヌーンコンサート(2回)と夜のガラコンサート
(1回)で締めくくられます。 

〔登録料に含まれるもの〕 
講座・講義／読譜会／座談会／講座「作曲者に会おう」
／特別演奏会(ガラコンサート)／アフタヌーンコンサート(1日2
回開催)／マスタークラス参加(聴講のみ開催)／マスタークラ
ス参加(聴講のみ) 
〔団体割引〕 
グループで申請する場合、次の割引率が適用されます。割
引申請資格については申請する前に、メールでお問い合わせく
ださい。   regisration@wscmistanbul2023.com 

http://rkato.sakura.ne.jp/music/ongaku_hiroba_top.html
https://wscmistanbul2023.com/
mailto:regisration@wscmistanbul2023.com


 

江川善裕 
『おんがく広場』 
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・10名以上︓10%割引 
・20名以上︓15%割引 
・30名以上︓20%割引 

WSCM2023展示会 
4日間の展示会ブースを申し込むと…特典はガラコンサート
のチケット2枚とアフタヌーンコンサートのチケット2枚がもらえます。
(事前予約が必要です)加えて、空きがある場合は各セッション
会場にも入場できます。お申し込みは前頁のアドレスまで。 

ところで、世界合唱シンポジウムって何…︖ 
「ちょっと待って、そもそも世界合唱シンポジウムって、なんな
の︖」と思われる方がいらっしゃるかも知れません。「シンポジウ
ム」という言葉自体に堅苦しい響きがありますからね。 

じつは、この世界合唱シンポジウム、2005年の7月25日か
ら8月3日に、京都で開催したのです。そのときは皆さんにこのイ
ベントのことを直感的にわかっていただきたかったので「世界合
唱の祭典 京都」とし、そのタイトルの上に「第7回世界合唱シ
ンポジウム」という言葉を添えました。 
イベントの内容は、世界トップクラスの合唱団や合唱指導
者・作曲家・専門家が京都に集まり、コンサート(昼・夜開催)、
ワークショップ／セミナー＝講座＝(午前・午後開催)を連日開
き、音楽出版社などがブースを出す展示会もあるというものでし
た。 
「シンポジウムは数人のパネリストが意見を発表した後に、そ
れについて聴衆からの質問に答える形式で行われるイベントの
こと」が一般的な意味ですが、「世界合唱シンポジウム」は、す
べてが合唱音楽に置き換わったもの──つまりパネリストは合
唱団であったり、合唱指導者・作曲家・専門家だったりするわ
けです。 
しかも、ワークショップ／セミナーは、一方向の受け身で聴くだ
けではなく、双方向で、かつ実践的に合唱のことを学べる機会
なのです。コンサートは、世界中から選ばれた屈指の合唱団が
集まり、それこそ多彩なプログラム──合唱音楽作品をコン
サート会場で聴くことができるわけです。ヨーロッパ、アフリカ、中
東、東南アジア・東アジア、北米、南米から、はるばるやって来
る合唱団、加えて開催地の合唱団の演奏が一か所で、しかも
世界トップレベルの演奏を聴くことができるわけです。確かに、い
まはインターネットで音楽を聴くことができますが、ライブ演奏の
美しさとサウンドの奥行き感にはかなわないですよね︕ 

海外旅行もコロナ以前の環境に完全に戻っています。行く時
も帰って来る時も、ワクチンを3回以上接種していれば抗原検
査やPCR検査は不要ですし、とくに海外ではマスクなしで過ご

すことができます。もちろん不安な人はマスク着用もありです。 
さあ、イスタンブールで開催される「世界合唱の祭典」(世界
合唱シンポジウム)に行ってみませんか︖ 事前登録の締切は
3月1日です。主催する国際合唱連合(IFCM)の会員や10
人以上のグループには割引があります。 

◆国内のお問合せは全日本合唱連盟事務局までどうぞ。 
e-mail: international@jcanet.or.jp 
Tel: 03-5540-7813 

世界合唱シンポジウムの歴史 
 
 
 
 
 
 
 
 
①1987 ウィーン(オーストリア) 
②1990 ストックホルム(スウェーデン)／ヘルシンキ(フィンランド) 

／タリン(エストニア) 
③1993 バンクーバー(カナダ) 
④1996 シドニー(オーストラリア) 
⑤1999 ロッテルダム(オランダ) 
⑥2002 ミネアポリス／セント・ポール(アメリカ) 
⑦2005 京都(日本) 
⑧2008 コペンハーゲン(デンマーク) 
⑨2011 プエルト・マドリン(アルゼンチン) 
⑩2014 ソウル(韓国) 
⑪2017 バルセロナ(スペイン) 
⑫2020 開催中止(ニュージーランド・オークランド) 

京都の前の世界合唱シンポジウムには、皆川達夫先生や三
善晃先生はじめ、著名な合唱指揮者・合唱団が参加しました。
2020年、オークランドの開催中止は新型コロナ感染症のパン
デミックによるものです。ゆえに今年のイスタンブールは６年ぶり
の開催なのです!  
なお、先日トルコ南東部で大きな地震が
発生しましたが、イスタンブールは直接的な
被害はまったくなく、予定通りシンポジウムが
開催されます。こんな時だからこそ、皆さん
で行って、開催地を、合唱で、応援して頂
ければ幸いです。 

mailto:international@jcanet.or.jp

